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【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    3/041    ４００　
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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月28日(2015.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のセンサ電極、第２のセンサ電極及び第３のセンサ電極を備える第１の列内の第１
のセンサ電極セットであって、前記第１のセンサ電極が前記第３のセンサ電極にトレース
を介して電気的に結合されており、前記トレースが２つ以上のセンサ電極の間に配置され
ている、第１のセンサ電極セットと、
　第４のセンサ電極、第５のセンサ電極及び第６のセンサ電極を備える第２の列内の第２
のセンサ電極セットであって、前記第４のセンサ電極が前記第１のセンサ電極と容量結合
するように構成されており、前記第５のセンサ電極が前記第３のセンサ電極と容量結合す
るように構成されている、第２のセンサ電極セットと、
を具備する容量性イメージセンサ。
【請求項２】
　前記第２のセンサ電極が、前記第１のセンサ電極と前記第３のセンサ電極との間に配置
されている、請求項１に記載の容量性イメージセンサ。
【請求項３】
　前記第３のセンサ電極が、前記第１のセンサ電極と前記第２のセンサ電極との間に配置
されている、請求項１に記載の容量性イメージセンサ。
【請求項４】
　前記第６のセンサ電極が、前記第４のセンサ電極と前記第５のセンサ電極との間に配置
されており、
　前記第２のセンサ電極が前記第４のセンサ電極及び前記第６のセンサ電極と容量結合す
るように構成されている、請求項１～３のいずれか一項に記載の容量性イメージセンサ。
【請求項５】
　前記第３のセンサ電極が第１の領域及び第２の領域を有し、各第１の領域が前記第２の
領域よりも大きい面密度を有し、前記第１のセンサ電極が前記第１の領域に隣接して配置
されており、前記第２のセンサ電極が前記第２の領域に隣接して配置されている、請求項
１～３のいずれか一項に記載の容量性イメージセンサ。
【請求項６】
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　前記第２のセンサ電極が前記第１のセンサ電極と前記第３のセンサ電極との間に配置さ
れており、前記第２のセンサ電極が、前記第１のセンサ電極と前記トレースとの間に配置
されている第１の突出部を有する、請求項１、４又は５に記載の容量性イメージセンサ。
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